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Ⅰ　主題設定の理由
１－１　社会的背景と社会科教育の役割
　現在、我々が生きる社会は予測困難な時代
とされ、様々な分野において国境を越えた関
わりが生まれ、多様化・複雑化している。そ
のような時代には、複雑で刻々と変化してい
く状況に向き合い、主体的に他者と協働して
課題を解決していくことや、多くの情報や知
識を整理し、物事の全体像を捉えたり、知識
を抽象化したり、再構成したりする力が求め
られる。そして、一人一人が積極的に問題や
課題を見出し、状況に向き合いながら主権者
として責任ある判断ができるようになる必要
がある。
　学習指導要領解説においても、「選挙権を
はじめとする政治に参加する権利を行使する
良識ある主権者として、主体的に政治に参加
することについての自覚を深めることなど、
これからの社会を創り出していく子供たちが、
社会や世界に向き合い関わり合い、自らの人
生を切り拓いていくことが強く求められてい
る」とあるように、社会科としての役割の重
要性を示している。
　また、「主体的」や「主体性」と、エージェ
ンシーとの関係について白井（2020）は、「単

に教師の指示通りに行動することではないと
しても、反対に、生徒による自発的な行動で
あれば何でも良いというものでもない」とし、
「エージェンシーとは、単に個々人がやりた
いことをやることではなく、むしろ、他者と
の相互のかかわり合いの中で、意思決定や行
動をきめるものである」としている。
　さらにOECDのコンセプトノートにおける
エージェンシーの説明として、「誰かの行動
の結果を受け止めることよりも、自分で行動
することである。形作られるのを待つよりも、
自分で形作ることである。誰かが決めたり選
んだことを受け入れることよりも、自分で決
定したり、選択することである。」とし、「主
体的」や「主体性」と、エージェンシーの関
係性を示唆している。
１－２　社会科における概念的知識
　先述した状況において求められる学習活動
では、個別の知識と概念的知識の獲得が求め
られる。なぜならば、学習指導要領解説では、
「深い学び」の視点について、「『社会的な見
方・考え方』を用いた考察、構想や説明、議
論等の学習活動が組み込まれた、課題を追究
したり解決したりする活動が不可欠である」
とし、「主として用語・語句などを含めた個
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別の事実等に関する知識のみならず、主とし
て社会的事象等の特色や意味、理論などを含
めた社会の中で汎用的に使うことのできる概
念等に関わる知識を獲得するように学習を設
計することが求められる」からである。この
ことから、社会科の授業においても知識の習
得（獲得）が重要であることがわかる。
　社会科の授業における知識について、北
（2012）は、「社会科の授業で扱われる知識は
多様であると同時に、大きくとらえると、用
語や語句、具体的な知識、概念的な知識といっ
たおよそ三つのタイプに類型化することがで
きる」とし、概念的知識については、「多く
の場合、社会的事象の特色や役割、社会の様
子や傾向などを表現したもの」としている。
これを受けて唐木（2021）は、「概念的知識は、
単元全体を通して習得させる知識です。（中
略）数多くの用語や語句、複数の具体的知識
を総合させた先に、概念的知識が成立」する
としている。さらに、具体的知識について中
村（2021）は、「なぜ事実・出来事が起こっ
たのかという起源に関する理解」をすること
で習得できると整理している。これらを踏ま
え、用語・語句を基に具体的知識を習得させ、
複数の具体的知識を関連付けたり、共通点を
見いだしたりし、総合的にまとめることで概
念的知識を獲得させることができると筆者は
考えた。また、筆者は獲得した概念的知識を
活用し、社会の諸課題について判断すること
で、論理的な判断につながるとも考えている。
１－３　文脈に沿った学び
　概念的知識を獲得させるためには、文脈に
沿った学びが求められる。先述の通り、概念
的知識を獲得するためには、複数の具体的知
識を関連付けたり、共通点を見いだしたりし、
総合的にまとめる必要がある。そのためには、
複数の具体的知識に関連性や共通性などが含
まれる必要がある。つまり、これらの具体的
知識がそれぞれ単独の知識として習得される
のではなく、構造的に習得されなければなら

ないのである。概念的知識は、その構造的な
枠組みの中で、つまり文脈に沿った学びの中
で獲得される必要がある。その学びの文脈が
ない授業では、生徒たちが社会科を暗記科目
として捉えたり、学習に対し無気力になって
しまったりすることになる。しかし、「その
多くは子どもの側の問題ではなく、子どもた
ちに学びの文脈が取れないような課題なり場
面を教師が設定していることに起因する」（奈
須2020）ため、教師はこの点に配慮する必要
がある。これらを満たすことで、生徒の学び
に対する粘り強さや学ぶことに対する意味づ
けなどが行われ、文脈に沿った学びによって
生徒は主体性を発揮しながら学習に取り組む
ことができるようになると考える。
１－４　深い学びと主体性の発揮
　先述のことから、文脈に沿った学びをする
ことで、生徒は主体性を発揮する。そして、
社会科においては、主体性を発揮して学習す
る中で、知識を構造的に習得していき、概念
的知識として獲得することができるようにな
る。そして、獲得した概念的知識を活用して
社会の諸課題を解決しようとすること、つま
り論理的に判断する学習をデザインすること
で、学習指導要領における「深い学び」の視
点が達成できると筆者は考える。そのため、
本実践では、単元構想の段階で生徒の「深い
学びを達成した姿」と「主体性を発揮した姿」
を定義づけ、それらに迫っていく。
１－５　先行研究における課題
　先述した北や唐木らが提唱する概念的知識
の重要性を認識し、その獲得を目指した社会
科の実践は多く行われてきた。しかし一方で、
その多くが概念的知識の獲得が単元での学習
の目標とされた授業デザインとなっており、
概念的知識を活用して社会の諸課題について
考える授業実践は少ない。つまり、社会科に
おける知識を構造的に習得する実践は行われ
てきたが、その習得した知識を活用する実践
はまだ少ないのである。そのため、筆者はそ
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の課題の解決に取り組むべく、本研究を行う
こととした。

Ⅱ　目的と方法
２－１　本研究の目的
　以上のことから、本研究の目的は、中学校
社会科₃年生を対象に、社会の諸課題に対し
て概念的知識を活用した授業実践を行うこと
によって、生徒が一面的で直観的なものでな
い、論理的な判断力を育成できるようになる
のか否かを明らかにすることである。
　また、生徒が文脈に沿った学びの中で主体
性を発揮し、「深い学び」を実現させることで、
より汎用性のある授業デザインを構築してい
きたいと考えた。
２－２　本研究の方法
　本研究は、次のような方法に基づいて展開、
検証していく。第一に、学びの文脈に沿った
授業をデザインする。第二に、独自に作成し
た思考ツールを活用し、文脈に沿った学びの
中で概念的知識を獲得させる。第三に、概念
的知識を活用して判断させるための追究課題
とその解決方法を提示し、獲得した概念的知
識を活用して判断させる。第四に、振り返り
カードの記述や議論前後の考え、単元の最後
に行う単元レポートにおける生徒の記述など
をもとにその変容を追い、手立ての有効性を
検証する。そして最後に、本研究の成果と課
題を整理する。

Ⅲ　単元の構想
３－１　実践単元 
　本実践は、中学校社会科₃年生歴史的分野
「現代の日本と世界」で行った。本単元は、
日本が二度の世界大戦を経て、その混乱の中
から平和で民主的な国家を目指して再建と独
立との道を進み、諸改革の展開や国際社会の
変化の中で国民の生活が大きく変わっていく
様子を学習する単元である。また、他国との
協調を図りながら経済発展を成し遂げたり、

唯一の被爆国としての経験を基に国際平和へ
の取組を行ったりしながら、国際社会におけ
る役割を果たしてきたこと、これからも日本
が国際社会に果たす役割とは何かを考える単
元でもある。
３－２　単元の目標

３－３　本実践で目指す生徒の姿
【深い学びを実現した姿】

【主体性を発揮した姿】

３－４　手立て
⑴　二つの場の設定
　本実践において、単元を二つの場面に分け
る。一つ目を【獲得する場面】とし、複数の
具体的知識を習得させ、それらの関連性や共
通性などから概念的知識を獲得させていく。
二つ目を【判断する場面】とし、獲得した概
念的知識を活用して設定した追究課題とその
解決方法について、判断させていく。このよ
うにすることで、学びの文脈に沿った学習を
展開する。
⑵　思考ツール（「概念カード」）
　単元の初めに、概念的知識を獲得させるた
めの問いである「概念の問い」に対する予想
を生徒に記述させる。その後、学習内容のま

【知識・技能】
　現代の日本が他国からの支援を基に経済発展を成し遂
げてきたり、唯一の被爆国であることで平和への願いを
国際社会に訴えたりしたことについて、具体的知識同士
を関連付けたり、共通点を見いだしたりし、総合的にま
とめることで概念的知識を獲得している。

【思考・判断・表現】
　現代の日本の特色を適切に捉えた概念的知識を活用し、
追究課題にふさわしい解決方法について、様々な立場を
踏まえながら判断している。

【主体的に学習に取り組む態度】
　単元の内容や学習方法から、次の学習や生活に生かそ
うとすることを記述するとともに、今後も考え続けたい
新たな問いを見いだしている。

　戦後の日本が他国と関わり合いながら発展してきた様
子を多面的・多角的に考察し、獲得した概念的知識を活
用して追究課題について判断している姿

　学びの文脈に沿って概念的知識を獲得し、それを活用
して社会の諸課題について判断する姿
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とまりごとに習得した具体的知識を記述させ、
複数の具体的知識を累積させる。最後に、累
積した具体的知識の関連性や共通性を見いだ
させ、総合的にまとめさせることで概念的知
識を獲得させ、記述させる。

⑶　振り返りカード
　振り返りカードは、【獲得する場面】と【判
断する場面】（議論）の学習内容や学習方法
を振り返らせ、それらの有効性について記述
させるものである。また、単元の最後には、
単元全体を振り返らせ、今後の学習に生かし
ていきたいことや考え続けたいことなどを考
えさせ、新たな問いを見いださせる。
⑷　単元レポート
　追究課題とその解決方法について、獲得し
た概念的知識を活用して判断させ、自分の考
えをまとめさせる。
３－５　単元の流れ

Ⅳ　授業の実際
⑴　【獲得する場面】の様子
　第₁時では、第二次世界大戦までの世界や
日本について振り返り、戦後の日本について
知っていること（既習の知識）を確認した。
生徒からは、「GHQに占領された」「高度経済
成長が起こった」「冷戦があった」などの声
が上がった。これらの発言からは、戦後の日
本が他国と協調しながら発展してきたことや、
国際社会における日本としての役割の大きさ
を考えた内容は得られなかった。既習の知識
を確認したあと、「戦後の日本は、どのよう
に発展してきたか」を「概念の問い」として
与え、予想した答えを「概念カード」に記述
させた。以下は、一部の生徒が記述した内容
である（資料₁）。

【資料₁】　第₁時の一部の生徒の記述

　生徒Ａの記述からは、日本国内で起こった
ことと他国とのつながりについて記述されて
いるものの、それらの関連性や共通点などが
見いだされていないことがわかる。生徒Ｂの
記述からは、他国とのつながりについて記述

【獲得する場面】

₁ 　「概念の問い」に対する答えを予想する。
「戦後の日本はどのように発展してきたか」

₂

　GHQ占領下における日本の国家づくりについて
追究する。
学習課題①　「第二次世界大戦後の日本は、どのよ

うな国家をめざしたか」

₃
　日本が国際社会へ復帰していく様子について追究する。
学習課題②　「日本はどのように国際社会へと復帰

したか」
₄ 　冷戦下の世界と日本の様子について追究する。

₅
　高度経済成長と経済大国になった日本について追究する。
学習課題③　「日本はどのように経済大国へと成長

したか」
₆ 　冷戦後の世界と日本の様子について追究する。

₇
　習得した具体的知識同士の関連性や共通点などを
見いだしたりし、総合的にまとめることで、概念的
知識を獲得する。

【判断する場面】

₈

　【獲得する場面】を振り返る。
　追究課題と解決方法を設定し、判断する。
追究課題　「国際社会の中で、日本が最も果たすべ

き役割は何か」
解決方法Ａ　「発展途上国への援助」 解決方法Ｂ「平

和外交の推進」
₉ 　追究課題にふさわしい解決方法について議論する。
10 　単元レポートと【獲得する場面】の振り返りを行う。

　「自国のあり方を見直し、日本国憲法などの決まりを
きちんと定めた。また、他国との関わり方も以前より良
い方向になり、新しい文化を取り入れたことで発展して
きた。」

　「戦争の経験を生かして平和を目指した憲法をつくり、
各国と協力する条約を結び、外国に支えられながら発展
してきた。」

　「高度経済成長や国民の意見を取り入れることで、よ
りよい日本になり、発展してきた。」

生徒Ａ

生徒Ｂ

生徒Ｃ
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されているものの、国内における発展の背景
等の説明が不十分であることがわかる。生徒
Ｃは、「高度経済成長」という一つの側面でし
か説明できておらず、多面的な考察ができて
いない。また、時間内にまとめられず、白紙
のままであったり、記述の途中であったりし
た生徒もいた。これらのことから、第₁時の
時点では、複数の具体的知識の習得が不十分
であり、また、それらの関連性や共通点など
が十分に見いだされていないことがわかった。
　第₂時では、戦後の日本において、GHQ

による占領下で政治的・経済的な様々な改革
が行われたことを学習した。また、それらの
改革が非軍事化や民主化といった目的をもっ
ていたことや、戦後の日本がどのような国家
をめざしていたのかについて学習した。これ
らの学習を踏まえ、「第二次世界大戦後の日
本は、どのような国家をめざしたか」を一つ
目の学習課題（学習課題①）として与え、そ
れに対する答えを具体的知識①として「概念
カード」に記述させた（資料₂）。
　多くの生徒が、GHQ占領下で三つの基本
原則を基にした日本国憲法の制定や様々な民
主化政策などについて、社会的事象の推移や
事象相互のつながりを示しながら具体的知識
①を習得することができた。

【資料₂】　一部の生徒が記述した具体的知識①

　第₃時では、冷戦下の日本が、どのように
他国と関わりながら国際社会へと復帰して
いったのかを学習し、「日本はどのように国
際社会へと復帰したか」を二つ目の学習課題
（学習課題②）として与え、第₂時と同様に
具体的知識②として「概念カード」に記述さ

せた（資料₃）。生徒の多くは、日本が西側
諸国の一員として独立した背景や、ソ連との
国交回復をきっかけに国際連合に加盟し、国
際社会へと復帰していく経緯をまとめること
ができた。

【資料₃】　一部の生徒が記述した具体的知識②

　第₄時では、冷戦下における軍拡や緊張緩
和の動き、世界の地域統合の動きや日本の近
隣諸国との国交回復の動きなどを学習した。
　第₅時では、高度経済成長や技術革新など
をきっかけに、日本が経済発展していく様子
について学習し、「日本はどのように経済大
国へと成長したか」を三つ目の学習課題（学
習課題③）として与え、それに対する答えを
具体的知識③として「概念カード」に記述さ
せた（資料₄）。生徒の多くは、高度経済成
長期やバブル経済期の国内における経済政策
や技術革新を基に経済発展が進んだことや、
他国との貿易関係の活発化を背景に、日本が
経済大国へと成長していったことをまとめる
ことができた。

【資料₄】　一部の生徒が記述した具体的知識③

　第₆時では、冷戦終結後のグローバル化が
加速していく世界や日本の様子について学習
した。

　「GHQの占領政策の基、軍隊の解散、財閥解体等の民
主化を推し進め、国民主権、基本的人権の尊重、平和主
義を大原則とした日本国憲法を定めることで、民主的で
平和的な国家をめざした」

　「経済の民主化や、日本国憲法の制定など、再び戦争
が起こることのない、人々が安全で平和に生活すること
ができるような国家をめざした」

生徒Ｄ

生徒Ｅ

　「サンフランシスコ平和条約や日米安全保障条約を結
んだりしながら、西側諸国の一員として独立を回復した
り、ソ連との国交回復によって国際連合に加盟したりす
ることで、国際社会へと復帰した。」

　「日本は他国と条約を結んだり、国際連合に加盟した
りし、資本主義の国として他国とのつながりを深めるこ
とができたことで、国際社会へと復帰した。」

生徒Ｆ

生徒Ｇ

　「日本は、政府の政策によって経済成長が促進され、
技術革新を背景として重化学工業が発展した。そして、
高い技術により自動車やＰＣなどを世界各国へと輸出し
た。その後、NIESなどとの関わりを深め、経済大国となっ
た。」

　「バブル経済で土地や株式を売り買いしたり、NIESと
の関係を深めたり、他国との文化的な交流をすることで
経済が回るようになり、経済大国へと成長していった。」

生徒Ｈ

生徒Ｉ
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　第₇時では、これまでに習得した具体的知
識①～③を振り返り、それらの関連性や共通
点を考えさせ、学級全体で共有した。生徒か
らは、「他国との関係があること」や「平和
的に発展してきていること」などが挙げられ
た。これらを基に、再び「概念の問い」であ
る「戦後の日本は、どのように発展してきた
か」について考えさせ、総合的にまとめたも
のを「概念カード」に概念的知識として記述
させた。また、概念的知識をなぜそのように
まとめたか、理由も記述させた。以下は、一
部の生徒が記述した内容である（資料₅）。

【資料₅】　一部の生徒がまとめた概念的知識

　生徒Ｊの記述からは、習得した具体的知識
①～③の関連性や共通点などを見いだした上
で、概念的知識を総合的にまとめることがで

きたと考えられる。しかし、生徒Ｋの記述を
見ると、それぞれの具体的知識を習得してい
ることは読み取れるものの、それぞれがどの
ような関連性や共通点などをもっているかを
示すことができていないことがわかる。また、
他の生徒の記述からは、理由については具体
的知識①～③の関連性や共通点などを見いだ
していることが読み取れるものの、概念的知
識として十分にまとめられていない生徒も見
られた。
⑵　【判断する場】の様子
　第₈時では、【獲得する場面】での学習過
程において上手く進められた点や問題点など
を「振り返りカード」に記述させた。以下は、
一部の生徒が「振り返りカード」に記述した
内容である（資料₆）。

【資料₆】　一部の生徒の「振り返りカード」の記述

　これらの記述から、生徒Ｌ、Ｍともに、社
会的事象の原因と結果の関係を意識しながら、
概念的知識の獲得へと学習を進めることがで
きたと考えられる。
　第₈時ではその後、獲得した概念的知識を
活用させるために、「国際社会の中で、日本
が最も果たすべき役割は何か」を追究課題と
して設定した。さらに、追究課題の解決方法
として、Ａ「発展途上国への援助」、Ｂ「平
和外交の推進」を提示した。次に、追究課題

〈概念的知識〉
　「日本は、戦争を放棄して平和的で民主的な憲法をつ
くったり、他国との関係を改善して国内で経済成長を促
進させたりすることで、世界の国々にとっても重要な国
となることで発展してきた。」
－理由－
　具体的知識①②から、平和を目的とした政策や他国と
の講和、関係改善を行っており、これらがすべて「平和」
を目指していることがわかる。また、具体的知識②③か
ら、経済復興を目的としたGHQの政策や、経済発展を
目指した日本の企業の努力などがわかり「経済発展」を
目指していることがわかる。そして、これらの日本の姿
が世界に認められたことから、上記のような概念的知識
にした。

〈概念的知識〉
　「二度と戦争を起こさないように、自由かつ平和な国
を目指して民主主義国家を形成した。そして、これによ
り国際社会への復帰を果たし、様々な国との交流を深め
ることで日本は発展してきた。」
－理由－
　（具体的知識）①では、GHQの指導により軍事力を捨
てて新たな憲法を制定し、民主主義かつ平和な国家をめ
ざした。（具体的知識）②では、サンフランシスコ平和
条約の調印や国際連合への加盟により、世界各国との関
係を取り戻した。そして、（具体的知識）③では、硬度
経済成長後、他国との貿易によって高度な技術でつくら
れた製品を輸出することで多くの利益を生み、日本は発
展してきた。これらの理由から、上記の概念的知識にし
た。

生徒Ｊ

生徒Ｋ

　上手く進められた点は、自分のもっている既存の知識
と、今回学習してきた知識を照らし合わせ、再確認する
ことでより時代の流れをつかめたところです。問題点は、
概念的知識の理由を述べる際、起こったこととその影響
を述べただけで、（他国との）「関わり」という要素が抜
けてしまったことだと思いました。

　アメリカなどが日本に対して政策を行うときに、どの
ような目的で、どのような影響があったのかをまとめる
ことで、概念的知識をまとめる際に、どのように発展し
たのかが分かりやすくなって、概念的知識を出しやすく
することができた。しかし、具体的知識をまとめる際に、
一つ一つの出来事の原因から影響までをダラダラと書い
てしまったことで、それぞれの出来事のつながりや共通
点を見つけにくくなってしまったことが問題点だったの
で、これらを意識しながらまとめていこうと思った。

生徒Ｌ

生徒Ｍ
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にふさわしい解決方法はどちらか、またその
理由は何かを、生徒がそれぞれ獲得した概念
的知識を活用して判断させた。判断し、まと
めた考えについては、学級全体でそれぞれの
考えを共有することのできるアプリ「ロイロ
ノート」を使用した。ロイロノートに提出さ
れた生徒の考えからは、追究課題にふさわし
い解決方法としてＡ「発展途上国への援助」
を選択した生徒が34名中の₈名、Ｂ「平和外
交の推進」を選択した生徒が残りの26名で
あった。
　第₉時では、前時に判断した考えを基に、
追究課題にふさわしい解決方法について、学
級全体で議論を行った。議論では、まず、ロ
イロノートに提出されている他の生徒の考え
に対し、反論や質問などを行った。以下は、
議論の中で出てきた生徒のやりとりの一部で
ある（資料₇・₈）。

【資料₇】　第₉時の議論の一部①

【資料₈】　第₉時の議論の一部②

　反論や質問とそれに対する回答を中心とし
た議論を行う予定であったが、本時はほとん
どが質問とそれに対する回答という形で行わ
れた。しかし、質問者の多くは相手がどのよう
に考えているのか、どのような概念的知識を
基に判断しているのかを知ることができ、自

分の考えを見直そうとしている姿が見られた。
　第10時では、議論の振り返りと単元レポー
ト、そして単元全体の振り返りを行った。議
論の振り返りでは、以下のような記述が見ら
れた（資料₉）。

【資料₉】　一部の生徒の議論の振り返り

　生徒Ｒ、生徒Ｓはどちらも核の抑止論とい
う、自分にはなかった視点を学んでいる姿が
見られる。その他の生徒についても、日本が
これまでに経験してきたことや求められてい
ることなどを踏まえ、追究課題について真剣
に向き合っている姿が多く見られた。単元レ
ポートでは、追究課題にふさわしい解決方法
はＡとＢのどちらか、そしてその理由はなぜ
か、を記述させた。その後、振り返りカード
に単元全体の振り返りを記述させた。以下は、
一部の生徒の単元レポートでの記述内容であ
る（資料10）。

【資料10】　一部の生徒の単元レポートの記述

－Ａを選択した生徒ＮとＢを選択した生徒Ｏのやりとり－
Ｎ　「核の抑止論という言葉もあるのに、原爆を使用さ
れた経験があるからＢを選択する、ということに疑問
があります。もう少し詳しく教えてください。」
Ｏ　「核の恐ろしさを一番知っているのは日本であり、
経験からその反省を生かして他の国と協調してきてい
る。その日本が平和に向けて世界に発信していくこと
はとても影響力のあることだと思います。だから、解
決方法はＢの方がふさわしいと思います。」

－Ｂを選択した生徒ＰとＡを選択した生徒Ｑのやりとり－
Ｐ　「GHQのサポートで日本が発展してきたことは理解
できるが、なぜそれが日本が発展途上国を援助する必
要がある、という考えになるのかが疑問です。」
Ｑ　「世界が安定するためには、その原因の一つでもあ
る貧困を改善すること、貧しい国を支援することが必
要だと思います。かつての日本がアメリカを中心とし
た国々に支えてもらったように、今の先進国である日
本の責任だと思います。だからＡを選びました。」

　「議論前までは解決方法のＡとＢでは大きくかけはな
れているように感じていたが、朝鮮特需について話し
合っているところで、平和と経済、貿易などは深く関わっ
ているということがわかった。また、核は良くない、と考
えていたが、核の抑止論という視点を知り、核をもつこ
とで平和を保とうとする考えもあることを知りました。」

　「核の抑止論の議論の場面で、日本や他国との関わりや
現状を踏まえると、現実的に無理なのか、各国の状況を
きちんと理解して考えていくことが大切だと気付いた。」

生徒Ｒ

生徒Ｓ

　　　　（解決方法Ａ「発展途上国への援助」）
　僕は、Ａの解決方法がふさわしいと思う。理由は三つ
ある。一つ目は、教科書p.267やp.272より、太平洋戦争
で敗戦国となった日本を、GHQが様々な改革を行って
支援したことによって国家として復興し、経済的に発展
したことが分かること。このことから、日本も同様に発
展途上国を経済的に支援することで、世界全体の発展に
もつながり、日本だけでなく、世界中の人々の幸福につ
ながると考えられる。二つ目は、教科書p.266より、
GHQが日本国憲法の草案をつくり、日本を三つの基本
原則を基にした国になるように政治的に支援したことが
分かる。このことから、戦争や紛争が起こっている国を
政治的に支援することで、それらの国々の人々が安全に
生活をおくることができると考えられる。これらのこと
から、僕はＡの解決方法を選んだ。

生徒Ｔ
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　上記から、生徒Ｔ、生徒Ｕはどちらも概念
的知識を活用していることがわかる。また、
具体的知識や教科書にある記述も根拠として
補足することで、より論理的に追究課題につ
いて判断している様子が見られる。
⑶　単元における評価
　概念カードにまとめた概念的知識を【知
識・技能】として、単元レポートに記述した
考えを【思考・判断・表現】として、単元の
目標に照らし合わせて評価したところ、以下
のような結果になった（表₁）。

【表₁】　単元末における二つの観点における評価

　上記の結果から、概念的知識を十分に獲得
していると見なすことができる生徒（知識・
技能のＡ評価）は23名（約68％）で、概念的
知識を活用して追究課題についての判断を十
分に行うことができた生徒（思考・判断・表
現のＡ評価）は28名（約82％）であった。

Ⅴ　成果と課題
⑴　本研究の手立ての有効性
　本研究では、四つの手立てを講じた。以下
は、それぞれの手立ての有効性について考察
した内容である。
①　二つの場面の設定
　まず、【判断する場面】では、多くの生徒
が獲得した概念的知識を活用して、追究課題

について判断することができた。しかし一方
で、【獲得する場面】において概念的知識を
獲得する際に、社会的事象の原因と結果につ
いてのみ着目する生徒が多く、日本と他国と
の関係性について着目した生徒は少なかった。
②　思考ツール（「概念カード」）
　学習内容のまとまりごとに具体的知識とし
てまとめ、それらを蓄積させていったことで、
概念的知識を獲得する際に、社会的事象の因
果関係に着目してまとめることができた。し
かし、具体的知識をまとめる際に、要点をう
まくまとめられず、具体的知識同士の関連性
や共通点を見いだすことに難しさを感じてい
る生徒が多くいた。
③　「振り返りカード」
　生徒自身が二つの場面での自身の学習過程
を的確に振り返り、その後の学習に生かそう
としている生徒が多くいた。しかし、「二つ
の場面」や「概念カード」など、手立てその
ものの有効性を示す記述があまり見られな
かった。
④　単元レポート
　多くの生徒が、「概念カード」にまとめた
概念的知識や議論を通して得た知識や視点を
基に、追究課題について判断している様子が
見られた。しかし、概念的知識の獲得が不十
分であった生徒の多くは、社会的事象の因果
関係が不明瞭であったり、解釈に飛躍が見ら
れたりすることが多かった。
⑵　本研究の成果
　本研究では、学習内容を具体的知識として
整理し、それを概念的知識として獲得させた
上で追究課題について判断させることで、多
くの生徒が学びの文脈に沿って学習を進め、
社会に見られる課題に対して論理的な判断を
することにつなげることができた。また、多
くの生徒が、生徒Ｔの単元レポートでの記述
に見られるように、政治的な視点や経済的な
視点、日本や他国など、多面的・多角的に社
会的事象を考察することができた。

　　　　（解決方法Ｂ「平和外交の推進」）
　具体的知識①・②より、日本は戦争を放棄して非軍事
化をめざしてきたことをきっかけに国際連合に加盟した
平和主義国であることがわかる。また、唯一の被爆国で
あることから、核の恐ろしさも知っている。核の恐ろし
さを世界に伝え、世界平和を目指す国際連合での役割も
果たせると考える。また、概念的知識の「他国と交流を
深めたことで発展した」というところや教科書p.248の
本文にもあるように、他国との平和的な関係をもつこと
で貿易も活発化し、経済的な発展につながると考える。
よって、追究課題にふさわしい解決方法はＢの「平和外
交の推進」だと考える。

生徒Ｕ

観点　　　　　評価 Ａ Ｂ Ｃ

知識・技能 23名 ₇名 ₄名

思考・判断・表現 28名 ₄名 ₂名
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⑶　本研究の課題
　一部の生徒は、概念的知識を獲得する際に、
具体的知識同士の関連性や共通点を見いだす
ことに難しさを感じていた。この原因は、そ
れぞれの具体的知識を習得する際に、社会的
事象の推移や事象相互のつながりなどの社会
（歴史）的な見方・考え方を十分に働かせら
れなかったことにあると考える。そのため、
具体的知識習得の際の学習課題を吟味したり、
見方・考え方を生徒に示しながら学習を進め
たりするなどの工夫が必要だと考える。

Ⅵ　おわりに
　本研究を通して、概念的知識を活用するこ
とが論理的判断力の育成につながることがわ
かった。一方で、概念的知識を獲得するため
に、社会的な見方・考え方を十分に働かせる
必要性も認識することができた。今後は、地
理的分野や公民的分野なども含めた様々な単
元で実践を重ね、生徒が主体性を発揮しなが
ら社会の諸課題について考えていくことがで
きるよう工夫していきたい。
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